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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBPI) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から, 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す 
べき との 申出が あ り ， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 
これによ つて， JISD 9456 ： 1.994 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部 力 s， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が あ る こと に 注意 を 喚起す る 。 経済 産業 大臣 及び 日 本 工業 標準 調査 会 は， このよう な 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 及び 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責 
任 はもたない。 



(2) 



著作権法 により 無断での 1 は 禁止され ております。 
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白 串 E 車 一錠 
Cycles— Locks 

i 適用 範囲 

この 規格 は， 主として J1SD9111 に 規定す る 自転車に 用いる 錠 （以下， 錠と いう。） について 規定す る。 
2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS B 0205-1 一般 用メー トルね じ 一 第 1 部： 基準 山形 
JIS B 0205-2 一般 用 メートル ねじ 一 第 2 部： 全体 系 

JIS B 0205-3 一般 用 メートル ねじ 一 第 3 部： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 

JIS B 0205-4 一般 用 メートル ねじ 一 第 4 部： 基準 寸法 

JIS B 0209-1 一般 用メー ト ル ねじ 一公 差 一 第 1 部 ： 原則 及び 基礎 データ 

JIS B 0209-2 一般 用 メートル ねじ 一公 差 一 第 2 部： 一般 用お ねじ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法 一中 （は 

め あい 区分） 

JIS B 0209-3 一般 用 メートル ねじ 一公 差 一 第 3 部： 構造体 用ね じ の 寸法 許容 差 
JIS D 0202 自動車 部品の 塗 膜 通則 
JIS D 9111 自転車 一分 類 及び 諸元 
JIS H 8502 めっきの 耐食 性 試験 方法 
JIS H8610 電気 亜鉛 めっき 

JIS H 8617 ニッケル めつ き 及び 二 ッケル 一クロムめ つき 
3 種類 

錠の 種類 は， 構造に よって 区分し， 表 1 による。 

なお， 箱 形 錠 は， 他の 錠と 併用して 使用し， 単独で は 用いない。 



表 1 一錠の 種類 



種^ 


図 番号 （参考） 


馬て い fe 


図 4 


ヮ ィ ャ錠 


図 5 


チェーン 錠 


図 6 


箱 形 錠 


図 7 



著作お uui i り m 断での 班 «， te 戮醉は 禁止され てお ります。 
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4 部品 名称 

錠の 部品 名称 及び 主な 使用 材料 を， 図 4 〜図 7 に 示す。 

5 形状 及び 寸法 

錠の 形状 及び 主な 寸法 を， 図 4 〜図 7 に 示す。 

なお， 許容 差の 記入がない 寸法 は， 推奨 寸法 を 示す。 また， ねじ は， JIS B 0205-1 〜JIS B 0205-4 による 
ものと し， そ の 許容 限界 寸法 及び 公差 は， JIS B 0209- ；！〜 JIS B 0209-3 に 規定す る 公差 域ク ラ ス 6H/6g 以上 

とする。 

6 強度 

6.1 繰返し 疲労 強度 

錠 は， 10.1 の 試験 を 行った とき， 施錠' 開 錠に 異常 を 生じて はならない。 
6.2 ワイヤ 錠 及び チェーン 錠の 引 張 強度 

ワイヤ 錠 及び チヱ ーン錠 は， 10.2 の 試験 を 行った とき， 各部に 破損が なく， 施錠 • 開 錠に 異常が あって 

はならない。 

6.3 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 

馬て い 錠 及び 箱 形 錠 は， 10.3 の 試験 を 行った とき， 破損 又は 位置 ずれが なく， 施錠 • 開 錠に 異常が あつ 
て はならない。 また， 馬て い 錠 は， 本体の ベースと ケースとの 結合 部の 外れが なく， 両者の 間が 開いて は 
ならない。 
6.4 耐食 性 

錠 は， 10.4 の 試験 を 行った とき， 施錠 *開 錠に 異常が なく， 使用 上 支障の ある さびに よる 腐食が あって 

はならない。 

7 構： & 

錠の 構造 は， 次に よる。 

a) かぎ 付き 錠 は， 図 1 に 示す ように， かぎに よって シ リンダ を 回転 又は シ リンダ を 移動 させて 開 錠す る 
構造で， 専用 の か ぎ 以外の も の で 容易 に 開 錠 して はならない。 




図 1 ーシ リンダの 構造 （一例) 



b) 箱 形 錠 は， 自転車に 取り付けた ときに， 施錠 後 容易に 取り外せない 構造で なければ ならない。 

c) 自転車に 固定して 錠の 機能 を 発揮す る もの は， 自転車に 取り付けた ときに 容易に 回ったり， ずり 落ち 
た り しないよう にで きる 構造で なければ ならない。 

d) 箱 形 錠 は， カ汄 ぬき を 1 動作で 押した ときに 施錠され ず， 他の 操作 を 加える ことによって， かんぬ き 



;Sfl-tWi- に よ リ 焦 Bfi での fc«3 は 禁止され てお り ま す。 
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が 動き， 施錠され る 構造で なければ ならない。 馬て い 錠 は， かんぬ きを 1 動作で 押した ときに 施錠 さ 
れず， 他の 操作 を 加える ことによって， かんぬ きが 動き， 施錠され る 構造で ある ことが 望ましい。 

8 外観 

錠の 外観 は， 次に よる。 

a) 組立 後， 外部に 現われる 部分に 鋭い 先端， ばり， かえりな どが あって はならない。 

b) めっき 又は 塗装 を 施した 面に は， 素地の 露出， さび， はがれ， その他の 著しい 欠点が あって はなら な レ、。 

c) マーク 類に は， 密着 不良， 打 刻 不良， 位置 ずれな どが あって はならない。 

9 めっき 又は 塗装 

錠の 組立 後， 外部に 現われる 部分で 耐食 性 材料 を 用いない もの は， めっき 又は 塗装 を 施し， その 品質 は， 
次に よる。 

a) 鉄 素地の めっきの 厚さ 及び 耐食 性 は， JISH 8617 に 規定す る 表 2 の 2 級 以上， 又は JIS H 8610 に 規定 
する 表 1 の 2 級 以上と する。 ただし， ねじ 部 及び かど 部 は， この 限りで はない。 

なお， ニッケル めっきの 最上 層に は， 必要に応じて 厚さ 0.05 |im 以上の クロムめ つき を 施す。 亜鉛 
合金 素地に クロムめ つき をした もの は， JISH8617 に 規定す る 表 2 の 1 級 以上と する。 

b) 塗装 を 施した 面 は， JISD 0202 の 規定に よって， 鉛筆の 硬さ を F として 鉛筆 引つ かき 抵抗 性 試験 を 行 
つたと き， 試験 面の 塗 膜に 破れが 生 じて はならない。 

10 試験 方法 

10.1 繰返し 疲労 強度 試験 

錠 は， 施錠 • 開 錠 を 繰り返し 3 000 回 行い， 施錠 • 開 錠に 異常が ないか を 目視 及び 触感に よって 調べる。 
なお， 施錠 • 開 錠の 機能に 盛り込まれた 操作 可能な すべての 部品に ついて 操作 を 行う。 

10.2 ワイヤ 錠 及び チェーン 錠の 引 張 強度 試験 

ワイヤ 錠 及び チューン 錠 は， 図 2 に 示す ように， 完全 施錠 伏 態で， 直径 25 mm の 丸 棒 を 使用し， 1 400 N 

の 力 を 静かに 加えた 後， 各部の 破損が ないか， 及び 施錠 • 開 錠に 異常が ないか を目視 及び 触感に よって 調 

ベる。 



著作権法 によ り 無断での ft お. fc, に 力 は 禁止され てお ります。 



4 

D 9456 ： 2009 



単位 



丸 棒 （固定) 




丸 棒 （力 方向に 可動） 



1 400 N 

図 2 — ワイヤ 錠 及び チェーン 錠の 引 張 強度 i 式 験 



10.3 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 試験 

馬て い 錠 及び 箱 形 錠 は， 図 3 に 示す ように， 自転車に 取り付け， 又は これと 同等の 状態で 施錠し， 馬て 
い 錠で は 図 3 a) に 示す 力 を， 箱 形 錠で は 図 3 b) に 示す 力 を 各 一方 向に 対して 静かに 加えた 後， 破損 又は 
位置 ずれが ないか， 及び 施錠 • 開 錠に 異常が ないか を目視 及び 触感に よって 調べる。 

なお， 箱 形 錠 を 取 り 付け る 自転車の 前ホ ークに は， 回転 及びず り 落ち を 防止す る 構造が 施された もの を 
'使用し なければ ならない。 



ホーク 



単位 




500 N 



500 N 




500 N \_ 固定 
a) 馬て い 錠 

図 3 — 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 試験 



著作し —； り 舾 断での S«， 載 等 は 禁止 さ れ てお り ま す。 
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単位 ram 

600 N 




800 N 



\ 前 ホーク 
b) 箱 形 錠 

図 3 — 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 試験 （続き） 

10.4 耐食 性 試験 

錠の 耐食 性 試験 は， 施錠 し た 状態で JIS H 8502 に 規定す る 中性塩 水 噴賴ぶ 験 方法に よって 72 時間の 試 
験 を 行った 後， 施錠 • 開 錠に 異常がない 力 \ 及び 使用 上 支障の ある さびに よる ^食がない か を目視 及び 触 
感 によって 調べる。 

11 製品の 呼び 方 

製品の 呼び 方 は， 規格 番号 又は "自転車 用 錠" （名称)， 及び 種類に よる。 
例 1 JISD9456 馬て い 錠 
例 2 自転車 用 錠 ワイヤ 錠 

12 表示 

12.1 製品の 表示 

錠に は， 本体， 台座 又はぎ ぼしの 表面な どの 見やす い 箇所に 印刷， 刻印， 浮き出し， 転写 印刷， 銘板 を 
付ける な ど の 容易 に 消 えない 方法 で， 次 の 事項 を 表示す る。 

a) 製造業 者 名 又は その 略号 

b) 製造 年月 又は その 略号 
12.2 包装の 表示 

錠の 包装， 外 箱， 又は ヘッダーに は， 次の 事項 を 印刷， 押印， 証紙 又は 荷札 を 付ける 方法で 表示す る。 
ただし， 製造業 者 間の 取引で は， 受渡 当事者 間の 協定に よって， 包装への 表示 を 省略しても よい。 

a) 製造業 者 名 又は その 略号 

b) 規格 番号 (JIS D 9456) 

c) 箱 形 錠に は， 他の 錠と 併用して 使用し， 単独で は 用いない 旨の 注意 



著作 1 ひ: に t リ での KR, 転 « 等 は 禁止され てお り ます。 
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単位 mm 

6 




号 


部品 名称 


主な 材料 （一例） 


1 


本体 


ケース 


J I S G 3141 の SPCC, 合成樹脂 


2 


ベース 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 3131 の SPHC 


3 


かんぬ き 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4804 の SUM, JIS G 3131 の SPHC 


4 


取 付け バン ド 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS430 




取 付けね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH6R 〜： 10R 


6 


かぎ 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 3100 の C3710P, 合成樹脂 



図 4 一馬て い 錠 （一例) 



著作権法 に よ り 無断での^ W, は 禁止 さ れて お ります。 
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D 9456 ： 2009 
単位 mm 

250 以上 （展開 長） 




a) かぎ 付き 

250 以上 （展開 長) 




b) かぎな し 



^号 


部品 名称 


主な 材料 （一例） 


1 


本体 


JIS G 3141 の SPCC， JIS H 5301 の ZDC， 合成樹脂 


2 


ワイヤ 


JIS G 3525 の 7 本線 6 より， 19 本線 6 より， 24 本線 6 より 


3 


ぎぼし 


JIS G 4804 の SUM, JIS H 5301 の ZDC 


4 


かぎ 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 3100 の C371 OP, 合成樹脂 



図 5 — ワイヤ 錠 (一例) 



著作 r ； kiz t り mt^mam 転 «， は it 止されて お I ま す。 



8 

D 9456 ： 2009 



単 l^i mm 

250 以上 （展開 長） 




b) かぎな し 





部品 名称 


主な 材料 （一例） 


1 


本体 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 5301 の ZDC, 合成樹脂 


2 


チェーン 


JIS G 3532 の SWM 


3 


ぎぼし 


JIS G 4804 の SUM, JIS H 5301 の ZDC 


4 


かぎ 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 3100 の C3710P, 合成 核 f 脂 


注記 チェーンに は， チューブ をつ ける もの も ある。 



図 6 — チェーン 錠 （一例 



う 作 権 法に より 無断での 複騣, Kit 零 は #l 卜-されて おります。 
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単位 



40 以上 




注 a) 作動 距離ん は， 通常 15〜30mm とする。 

b) 回転 及びず り 落ち 防止の 一例。 こ の 穴に 対す る 凸 部分 を 自転車 側の 取 付け 箇所 t: 
設ける ことによって， 回転 及びず り fS ち を 防止す る。 また， 凸 部分の 直径 は 6 へ 
6.5 mm とする。 



1 号 


部品 名称 


主な 材料 （一例） 


1 


本体 


ケース 


J IS G 3141 の SPCC, .IIS H 5301 の ZDC, 合成樹脂 


2 


かんぬ き 


J IS G 3141 の SPCC, JIS G 4804 の SUM 


3 


台座 


底 板 


JIS G3141 の SPCC, JIS G 3131 の SPHC 


4 


取 付け 金具 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 3131 の SPHC 




取 付けね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH6R〜10R 


6 


かぎ 


J IS G 3141 の SPCC, JIS H 3100 の C3710P, 合成樹脂 



図 7 — 箱 形 錠 （一例） 



参考文献 JISG3131 熱 間 圧延 軟鋼 板 及び 鋼 帯 
JIS G 3141 冷 間 圧延鋼 板 及び 鋼带 
JIS G 3507-2 冷 間 圧 造 用 炭素鋼 一 第 2 部： 線 
JISG3525 ワイヤ ロープ 
JIS G 3532 鉄線 

JIS G 4305 冷 間 圧延 ス テン レス 鋼板 及び 鋼 帯 
JIS G 4804 硫黄 及び 硫黄 複合 快削鋼 鋼材 
JISH3100 銅 及び 銅 合金の 板 並びに 条 
JIS H 5301 亜鉛 合金 ダイ カスト 



S Ci に よ り 氣 斬での 襄襲， 転職 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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JSS D 9456 ： 2009 
車 

解 説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規定の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集， 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願い します。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 196 卜 年】 月〗 日に 制定され， その後， 1979 年， 1988 年， 1994 年に 改正 を 行って いる。 
1994 年の 改正で は， 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 試験で， 箱 形 錠の 試験 力 を 各々 1 00 N 規格 値 を 上げ 

ている。 

力 、ぎ 付き 錠 は， 2 か 所以 上の さぐり 防止 構造 を もたなければ ならない。 また， 箱 形 錠 は， かんぬ きを 1 
動作で 押した ときに 施錠され ず， 他の 操作 を 加える ことによって， かんぬ きが 動き， 施錠され る 構造で な 
ければ ならない 旨， 改正され ている。 

2 今回の 改正の 趣旨 

自転車の 盗難が 多発して いる こ とから 改正が 必要に なった。 大阪府 = 察 本部 生活 安全 部の 自転車 盗 被害 
に関する 調査で は， 平成 18 年中の 自転車 盗 は， 施錠しての 被害が 58%， 無 施錠での 被害が 42 % である。 
そして， 施錠して 被害に あった 自転車の 錠の 77 %が 馬て い 錠で あり， その 馬て い 錠のう ち 85 % は プレス 
キーが 占めて いた。 プレス キー は， 容易に 合い かぎ を 作る ことができたり， かぎ 穴に マイナス ドライバー 
を 差し込む などに よって 破壊され ている ことから， プレス キ 一 を 禁止す るよう 規格の 見直 し を 行った。 ま 
た， ワイヤ 錠， チヱ ーン 錠の 切断 強度の 規格化 を 図った。 

3 審議 中 に 特 に 問 題と なった 事項 

特に 問題と なった 事項 は， 次のと おりで ある。 

錠の 種類で， 箱 形 錠 は 補助 錠の 位置づけ とし， 他の 自転車 用 錠と 併用して 使用す るよう に 変更した。 
箱 形 錠 は 静的 強度 試験 だ けが 規定され ている が, ドライ バーで 錠 を 開 け る な ど 盗難 を 想定 し た 試験 を 規定 
する 必要 はない のかとの 指摘が あり， メーカーの ヒアリング 調査 を 行った。 その 結果， メーカー では 盗難 
を 想定した 試験 を 実施して いないため， 試験 を 規定す る ことができなかった。 また， かんぬ きに ハンマー 
などで 衝撃 を 加えた と き， その 衝撃に 耐えられる 箱 形 錠 を 開発す る こ と は 困難で ある こと， 箱 形 錠 は 単独 
での 使用が 少ない ことから， 箱 形 錠 は 補助 錠の 位置づけ とした。 

4 適用 範囲 

従来 どおり， JISD9111 (自転車 一分 類 及び 諸元） に 規定す る 自転車に 用いる 錠と した。 



解 1 

著作権法 によ り 無断での 複 «， 等 は 禁止され てお り ます。 
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5 今回の 主な 改正 点 

今回の 主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 引用 規格 （本体の 箇条 2) JIS B 0205 (メートル 並 目ね じ） 及び JISB0207 (メートル 細目ね じ） の 
規格が 廃止 さ れ， JIS B 0205-1 〜JIS B 0205-4 (一般 用 メートル ねじ）， 及び JIS B 0209-1 〜JIS B 0209-3 

(一般 用 メートル ねじ 一公 差） に 改正され たこと に 伴い， その 規格 番号 及び 名称 を 変更した。 

b) 種類 （本体の^ 条 3) 箱 形 錠 は 補助 錠の 位置づけ とし， 他の 自転車 用 錠と 併用して 使用す るよう に 
変更 し た 。 箱-形 錠 は 単独 で 使用 される ことが 減って きている が, 馬て い 錠と 連動した タイプ も あり， 
規定して いる。 また， U 形 錠 （シャツ クル 錠） について は， 自転車 用と しての 使用が 少なく， その 多 
く がォー ト バイ 用で あるた め 規定し なかった。 

c) ワイヤ 錠 及び チェーン 錠の 引 張 強度 （本体の 6.2) 引 張 強度の 1 400N の 力 は 人間の 出し 得る カを考 
えれば 十分と して， 変更し なかった。 しかしながら 欧州で は， 自転車に は 頑丈な 壊されに くい 錠 を 取 
り 付ける よう 求めて おり， 2004 年に CEN 規格と して 提案され た 自転車 用 錠で， ワイヤ 錠 及び チヱ 一 
ン 錠の 引 張 強度 は， 30 kN の 力 を 1 分 間 加える よう 規定して いる。 

ワイヤ 錠 及び チヱ ーン 錠が ペンチな どの 工具に よって 切断され る こ と 力 《あるた め， 切断 強度 を 規定 
する よう 提案が あった せ， 現状の 5 1 張 強度 によって 確認で きる として 規定し なかった。 

d) 馬て い 錠 及び 箱 形 錠の 静的 強度 （本体の 6.3) 馬て い 錠 は ド ラ ィ バーな どに よって 開けられる こと を 
想定し， 静的 強度で 結合 部の 外れ を 確認す る こと を 追加した。 

e) 耐食 性 （本体の 6.4) 錠の 耐食 性 を 新たに 規定し， 試験 方法と して 中性塩 水 噴 霧 試験 を 行う ことにし 
た。 

f) 構造 （本体の 筒 条 7) 本体の a) では， かぎ 付き 錠に ついては， "かぎに よって シ リンダ を 回転 又は 
シ リンダ を 移動 させて 開 錠す る 構造" に 変更した。 これ は， 馬て い 錠の プレス キー を 禁止し， シ リン 
ダ 構造の キーに 変更す る ものである。 また， 箱 形 錠で もシ リンダ キーの 製品が 存在す るた め， 変更が 
可能で あり 同様に プレス キー を 禁止に した。 従来， かぎ 付き 錠 は， 2 か 所以 上の さぐり 防止 構造 を も 
たなくて は な ら なかつ た 力、 さ ぐ り 防止 構造 と は プレス キー を 意図した もの で， 専用 の か ぎ 以外に よ 
る 不正な 開 錠 操作 を 防 ぐ た め の 切欠， 凸凹 な ど を もつ 旨の 規定で あり， プレス キー を 禁止 した ことか 
ら 不必要と なった ため， 削除した。 

本体の d) では， 箱 形 錠 は， かんぬ きを 1 動作で 押した ときに 施錠され ないよう， セーフ ティ 機構 
を 設ける よう 規定して いる 力、 馬て い 錠に ついても， 同様の 規定 を 追加し， 推奨 事項と した。 箱 形 錠 
では， 前車輪 を 施錠す るた め， 走行 中に かんぬ きが かかって しまう と， 自転車が 前方に 転倒し 危険で 
あるた め， セーフ ティ 機構が 必要で ある。 しかし， 馬て い 錠 は 後車 輪 を 施錠す るた め， 箱 形 錠の よう 
な 危険 はないた めで ある。 

かぎの 数に ついて， CEN 規格と して 提案され た 自転車 用 錠で は， 通常の 錠で 1 000 通りの かぎ， 電 
子 式の 錠で は 10 万 通りの 組合せ を 規定して いる。 馬て い 錠の プレス キーで はかぎ の 数が 40 通り と少 
なく， 容易に 合い かぎ を 作る ことができ たが， 今回 シ リンダ キーに 変更した ため， 合い かぎに よる 盗 
難が されに く くな つたこと， また ユーザーの かぎの 紛失に 対応す るた め メーカーで 準備され る スペア 
キーの 管理 も 考慮し， J IS では かぎの 敎を 規定し なかった。 

g) 繰返し 疲労 強度 試験 （本体の 10.1) 施 鍵， 開 錠の 試験 回数に ついては， 1 日 2 回で 約 5 年間 使用し 
たと すれば 3 000 回と なり， この 回数で 十分で あると して 変更して いない。 

h) 表示 （本体の 箇条 12) 錠に 表示す る 位置 及び 具体的な 表示 方法の 例 を 追加した。 また， トレー サビ 
リ ティに 対応し "製造 年月 又は その 略号" を 表示す るよう 追加した。 

解 1 



著作権法に より 無断での^ お， お^^ は 2 止されて お ります。 
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6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員 会 及び 分科会の 構成 表 を， 次に 示す。 



解 3 



(委員) 



(事務局） 



(オブザーバ) 
(事務局） 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 所属 

青山 学院 大学 

財団法人 日本 車両 検査 協会 
警察庁 交通 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
社団法人 自転車 協会 
株式会社 シ マノ 
株式会社 キヤ ッ ト アイ 
ブ リヂス トンサ イク ル 株式会社 
株式会社 日 東 
消費生活 アドバイザー 
独立 行政法 人 国民生活 セ ン夕ー 
財団法人 日本 消費者 協会 
財団法人 製品 安全 協会 
消費生活 アドバイザー 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 分科会 構成 表 

氏名 所属 

株式会社 加 島 サドル 製作所 
パナソ ニック サイクル テック 株式会社 

ブリ ヂス トン サイ クル 株式会社 
株式会社 曰 東 
株式会社 シ マノ 
株式会社 三ケ島 製作所 
新 家 工業 株式会社 
株式会社 二 ッコー 
財団法人 日 本 車両 検査 協会 
社団法人 自転車 協会 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 

(文責 亀 山 勝弘) 



^子 幸弘 



一 功 隆勝健 志 寛 章 子 孝 

代 紀 

英幸 信豊 武 美禎敏 由秀勝 



史 秀 治 

川 崎 川 井澤 間 井口 尾 川 川 股野 持 枝 山 藤 山 

小 矢 早 若 相 蛭 坪 川 増 谷 轟 吉勝仲 剣 三 畠 遠 亀 



郎 清 寛 章 健 行 美明秀 勝功隆 三 捂幸弘 

英 敏常 悦豊信 堅秀勝 

島 原 川 尾 野 藤本 崎 口 間 井木 倉 藤 山 

加 竹囊： 吉増荻 内 岡 矢 川 蛭 坪 鈴 小 遠 亀 



著 ft 霍に t リ， 断で 《w お, 二. お 'よは 禁止され ております。 
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